
令和 5 年度 理科・生物 シラバス 

教科 科目名 対象学年 単位数 履修形態 
教科書（発行所） 

 

理科 生物 ３ ４ 選択 実教出版 生物 新訂版 

１. 理科の目標 

（１）自然の事物・現象に対する関心や探求心を高める。 

（２）目的意識を持って観察、実験などを行い、科学的に探求する能力と態度を育てる。 

（３）自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

2. 生物の目標 

   生物や生命現象に対する探求心を高め、目的意識を持って観察、実験などを行い、生物学的に探求する能力

と態度を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

3. 科目の内容 

 （１）生命現象と物質 

生命現象を支える物質の働きについて観察、実験などを通して探求し、タンパク質や核酸などの物質の

働きを理解させ、生命現象を分子レベルでとらえさせる。 

 （２）生殖と発生 

生物の生殖や発生について観察、実験などを通して探求し、動物と植物の配偶子形成から形態形成まで

のしくみを理解させる。 

 （３）生物の環境応答 

環境の変化に生物が反応していることについて観察、実験などを通して探求し、生物個体が外界の変化

を感知し、それに反応するしくみを理解させる。 

（４）生態と環境 

生物の個体群と群集及び生態系について観察、実験を通して探求し、それらの構造や変化のしくみを理

解させ、生態系のバランスや生物多様性の重要性について認識させる。 

（５）生物の進化と系統 

     生物の進化の過程とそのしくみ及び生物の系統について観察、実験などを通して探求し、生物界の多 

様性と系統を理解させ、進化についての考え方を身に付けさせる。 

 4. 到達目標 

  上記 3.（１）と（２）の前半部分の内容について８割以上定着し、それを説明することができる。 

5. 評価の観点 

  関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

評 価 規 準 

・生物や生物現象を通
して自然に対する関心
や探究心をもち，基本
的な概念や原理・法則
を理解する意欲ととも
に，科学的な自然観や
生物学的に探究する能
力と態度を身につけよ
うとする。 

・生物学的な方法で生
物や生物現象に関する
問題を取り扱い，自然
を科学的にとらえられ
る。 
・生物現象について探
究する場合に，それら
を個々のレベルで分析
すると同時に，全体を
総合的にとらえ，表現
することができる。 

・生物学的な方法で生
物や生物現象に関する
問題を取り扱い，観
察・実験の技能を習得
している。 
・科学的に探究する方
法を身につけ，それら
の過程や結果及びそこ
から導き出した考えを
的確に表現することが
できる。 

・生物や生物現象につ
いて，それらの基本的
な概念や原理・法則を
理解し，科学的な自然
観を身につけている。 
・自然界のさまざまな
事象を科学的に考察す
る能力と，豊かな科学
的素養を身につけてい
る。 



１
章 

１節 細胞と分
子 
２節 代謝 
３節 遺伝情報
の発現 

・分子レベルでの生物
現象の把握を主な目的
として，タンパク質や
核酸などの有機化合物
の多様な働きが生物現
象の基本になっている
ことを理解しようとす
る。 
・DNA が遺伝子として
働くしくみや，RNA が
タンパク質合成に関与
しているしくみを理解
しようとする。 

・生物体にみられるさ
まざまな働きが，酵素
による触媒作用をはじ
めとした，タンパク質
の多様性および特異性
に基づいていることを
科学的に考察できる。 
・バイオテクノロジー
の発達が人類の生活を
豊かにする可能性があ
ることを理解するとと
もに，そのマイナス面
についても目を向け，
考察し，表現すること
ができる。 

・得られた観察結果や
測定値をどう解釈する
か，また，これらを用
いてどのような結論を
引き出せるか考えるこ
とができる。 
・生物を材料とする実
験に不可欠な対照実験
の意義を体得してい
る。 
・生きた材料を使った
実験を行うことが困難
なときに，固定した材
料を使うことで代用で
きることが理解できて
いる。 

・タンパク質の基本的
な構造・性質について
の学習を手がかりとし
て，酵素作用や免疫現
象・筋収縮などが，タ
ンパク質の特異性や多
様性に基づいて展開さ
れていることを理解し
ている。 
・エネルギーの利用に
さいしては，ＡＴＰが
エネルギーの通貨とし
て働いていることを理
解している。 

２
章 

１節 有性生殖 
２節 動物の発
生 
３節 植物の発
生 

・生殖とはどのような
ことか，無性生殖と有
性生殖に分け，それぞ
れの意義について関心
をもち，意欲的に理解
しようとする。 
・動物の発生とそのし
くみについては，ヒト
との共通点のあるウニ
やカエルについて学習
し，形態形成運動や誘
導などの働きによって
複雑なからだのつくり
ができあがっていく過
程を理解しようとす
る。 

・生殖細胞がつくられ
る過程と意義を科学的
に考察できる。 
・受精については，生
殖細胞の合体により染
色体数が復元し，新し
い体細胞のもとができ
る過程として理解しよ
うとする。 
・発生の過程が，ヒト
をはじめとした多くの
生物に共通するもので
あることを実証的・論
理的に分析し，総合的
に考察し，表現するこ
とができる。 

・課題についての情報
の収集・検索，計測･
制御，結果の集計・処
理などに際し，コンピ
ュータなどの効果的な
活用が図れる。 
・生きた材料を使った
実験を行うことが困難
なときに，固定した材
料を使うことで代用で
きることが理解できて
いる。 

・動物や代表的な植物
である被子植物などに
ついて，配偶子のでき
方を理解している。被
子植物については，種
子の形成に関連させて
胚の発生の過程も理解
している。 
・発生のしくみについ
ては，結果としてわか
っていることを覚えて
いるだけでなく，実験
によって，そのしくみ
が次第に明らかになっ
てきた過程を理解して
いる。 

３
章 

１節 動物の反
応と行動 
２節 植物の環
境応答 

・動物は環境の変化を
受容する受容器をもつ
とともに，神経系など
生物体のもつ巧みな制
御機構や調節のしくみ
によって，安定した内
部環境を維持している
ことを意欲的に理解
し，探究しようとする。 
・動物の行動は，刺激
の受容にはじまる一連
のしくみによって成立
していることを関心を
もって理解しようとす
る。 
・ 植物の反応や調節が
植物ホルモンによって
行われていることを理
解し，身につけようと
する。 

・各受容器の構造と機
能との関係，興奮の伝
導や伝達のしくみ，興
奮の神経における伝達
経路について， 整理し
て述べることができ
る。 
・骨格筋が収縮するし
くみを理解し，筋収縮
に必要なエネルギーが
どのように供給される
のかについて考察でき
る。 
・学習による行動の発
達と神経系の発達との
関係を説明することが
できる。 
・伸長成長や，発芽，
器官分化などの現象が
巧妙に制御されている
こと，それらがさまざ
まな実験によって明ら
かにされてきたことを
理解し，科学的に判断
できる。 

・環境と動物の反応を
調べ，動物体のもつ巧
みな調節の仕組みを理
解し，調査方法や結果
及びそこから導き出し
た考えを的確に表現で
きる。 
・植物体に現れる現象
の実験を探究的，定量
的に扱うことができ
る。 
・生物を材料とする実
験に不可欠な対照実験
の意義を体得してい
る。 

・神経の構造と興奮の
発生・伝導・伝達の関
係の学習から，動物が
能動的に外部環境に反
応することを理解して
いる。 
・脳などの中枢神経系
の働きを学習したこと
で，脊つい動物のから
だが巧妙に調節されて
いることを理解し，知
識を身につけている。 
・ 植物が外部の環境に
影響されてみせるさま
ざまな現象を，屈性な
どの伸長成長や，発芽，
花芽形成などの器官分
化などの学習を通じて
身につけている。 
・植物の場合は，植物
ホルモンの働きなどに
よって，環境に対する
反応や調節が行われる
ことを具体的に理解し
ている。 

４
章 

１節 個体群と
その変動 
２節 生態系 

・生物は生物集団とし
て，無機的環境やほか
の生物集団とのあいだ
でさまざまな関係をも

・生物の生活は環境と
深い関わりをもってい
ることを，身近な現象
についてとり上げなが

・実験結果にばらつき
が見られても，可能な
限り多くの資料や情報
を収集し，これらを整

・生物の集団を個体群
としてとらえ，そこに
みられる現象や法則性
を理解している。 



ちながら生活している
ことを理解することに
よって，環境と生物の
関係を総合的にとらえ
ようとする。 
・それまでに学習した
内容から，人類の活動
と自然破壊の関連性に
ついて考察し，自然保
護・環境保全の意義を
実感として理解しよう
とするとともに，主体
的に行動できるような
意識をもつ。 

ら，すでに学習した知
識を活用して考えよう
とする。 
・異なる２種の個体群
間の関係，さらに，よ
り多くの個体群から形
成されている生物群集
の構造や働きとその変
動を明らかにできる。 
・生態系の構造や働き
を，物質循環・エネル
ギーの流れの観点から
考察し，表現すること
ができる。 

理して結果を考察する
ことができる。 
・調査方法や結果およ
びそこから導き出した
考えを的確に表現でき
る。 

・生態系の構造や働き
と，その平衡のしくみ
を理解している。 

５
章 

１節 生物の進
化 
２節 進化のし
くみ 
３節 生物の系
統 

・現生種についての比
較形態，比較発生，生
物分布などの資料から
進化の証拠を理解し，
進化説の理解を深めよ
うとする。 
・生物分類の必要性を
理解し，その歴史的大
分類の視点がどこに置
かれていたのかを把握
しようとする。 
・現在の生物分類と系
統を理解しようとす
る。 

・地質時代における生
物の変遷を，化石にも
とに考察し，環境の変
化との関連を探究でき
る。また，霊長類現生
種との形態比較から人
類の進化を考察し，表
現することができる。 

・実際に確認できない
長大なスケールの時間
に対しても，対比をす
ることで概要を把握で
きる。 
・スケッチによる記録
の重要性を理解してお
り，画像データとして
扱う技能を身につけて
いる。 

・生命の誕生に関する
仮説について理解して
いる。 
・歴史的な進化説と現
在の進化説の基本的な
発想の視点を踏まえ，
底流にある基本概念を
把握している。 
・現在では系統に基づ
く視点からの分類法が
最も妥当性があるもの
として承認されている
という事実を理解して
いる。 

6. 成績評価の方法 

    成績評価は以下の項目を総合的に判断して行う。 

    ①定期考査 ②提出物･レポート･宿題等 ③製作物・実技 ④学習態度 ⑤出席状況 

7. 使用教材 

  教科書名（会社名）： 生物 新訂版 （実教出版） 

  副 教 材（会社名）： リード Light ノート （数研出版） 

８ 学習計画等 

学
期 

学習内容 月 学習のねらい・目標 

 備  考 
学習活動の特記事項、他教科・

総合的 
な学習の時間・特別活動との関

連など 

時
数 

第
１
学
期 

第１章 生物現象
と物質 
 １節 細胞と分
子 

4  
・タンパク質の多様性および特異性に基づく
機能には，タンパク質分子の立体構造が深く
関わっていること，タンパク質の立体構造は
そのアミノ酸配列によって決まることなどを
理解させる。 
・生物体に見られる代謝が酵素の触媒作用に
よって進められていることを理解させる。 
・酵素の働き方の特質として基質特異性があ
り，温度，pH などの影響を受けやすいことを
実験を通して探究させる。 
・酵素はタンパク質からできていること，生
物体内の化学反応の触媒として働いているこ
と，細胞内外の様々な生物現象と関わってい
ることを理解させる。 

 
・酵素の特質が主成分であるタ
ンパク質の構造や性質に基づ
くものであることを平易に扱
う。 

16 



    ・タンパク質分子が関わる生物現象の例とし
て，筋収縮，細胞膜における物質の輸送，神
経系や内分泌系における細胞間の情報伝達の
しくみや免疫現象などがあることを把握させ
る。 
・これらのしくみは，それぞれに関係するタ
ンパク質の立体構造が深く関わっていること
を理解させる。 

・筋収縮，細胞間情報伝達や免
疫などについては，タンパク質
の機能の観点から平易に扱う。 

 ２節 代謝 5 ・同化は主に光合成と窒素同化の反応を，異
化は呼吸の反応を理解させる。 
・同化と異化はそれぞれエネルギー吸収反応
とエネルギー放出反応であり，エネルギーの
出入りやエネルギーの変換の際には，生物体
のエネルギーの通貨として ATP が用いられて
いることを理解させる。 
・光合成は光エネルギーを化学エネルギーに
変換して無機物から有機物を合成する反応で
あること，呼吸は有機物からエネルギーを解
離して ATP を生成する反応であることなどを
通して同化と異化の意義を理解させる。 

・同化と異化の例として光合成
や呼吸などのしくみを扱うが，
反応系の物質の羅列的扱いは
しない。 

15 

 
  ・光合成では反応の各段階のしくみが解明さ

れた過程について，幾つかの研究例をとりあ
げて論理的に考えさせる。 
・呼吸では細胞の微細構造と関連させてクエ
ン酸回路，電子伝達系などの存在とその役割
に簡単に触れ，酵素の働きによって複雑な反
応が整然と行われていることに気付かせる。 

  

 ３節 遺伝情報
の発現 

6 ・遺伝情報にしたがって特定のタンパク質が
合成され，形質が発現することの大要につい
て理解させる。・DNA の構造や複製，遺伝暗号，
DNA の遺伝情報に基づくタンパク質の合成や
形質発現などのしくみを理解させる。・遺伝
子はさまざまな要因によって異なるものが発
現するよう調節されることで，細胞の分化や
形態形成が起こることについて理解させる。 

・DNA・RNA の分子構造について
は，模式的に示す程度にとどめ
る。・遺伝情報，遺伝子の複製，
タンパク質の合成などは，核酸
の構造に基づいて平易に扱
う。・原核細胞と真核細胞のあ
いだには染色体の構造や伝令
RNA の生成過程などに違いがあ
ることにも簡単に触れる。 

16 
    ・バイオテクノロジーについては，遺伝子操

作がさまざまな分野で研究手法として用いら
れていることを，実例を通して把握させる。 
・遺伝子組換えや組織培養，核移植，細胞融
合などの技術が医療や有用物質の合成，作物
の品種改良などに利用されていることを実例
を通して把握させる。 
・バイオテクノロジーの利用については，ま
ださまざまな課題があるので，その推進に当
たっては十分な配慮が大切であることも理解
させる。 

・形質発現については，転写レ
ベルの調節のしくみにも触れ
るが，形質発現の調節，細胞の
分化や形態形成のしくみにつ
いては初歩的事項にとどめる。 
・バイオテクノロジーについて
は，遺伝子操作などの例を平易
に扱う。 

第２章 生殖と発
生 
 １節 有性生殖 

7 ・有性生殖では同形配偶子の接合を行う生物
の存在も把握させる。 
・受精では，生殖細胞の合体によって染色体
数が復元し，新しい体細胞のもとができるこ
とを重点的に理解させる。 
・減数分裂では，相同染色体の分配によって
遺伝的多様性がもたらされることを重点的に
理解させる。 

  

14 

第
２
学
期 

 ２節 動物の発
生 

9 ・胚の発生の過程とその仕組みを考察させる。 
・発生の過程では代表的な動物としてウニと
カエルを例にあげ，ヒトについても基本的な
仕組みは同じであることを理解させる。 
・器官形成は代表的なものについて把握させ，
理解させる。 

  

16 



    ･発生の仕組みについては，誘導現象など代表
的な例について理解させ，実験によってその
仕組みが次第に明らかになってきた過程に重
点をおいて探究的に考察させる。 

・発生の仕組みについては，必
要に応じて分子レベルの扱い
も行う。 

３節 植物の発生   ・被子植物を例に，種子の形成に関連させて
胚の発生も理解させる。 

  

第３章 生物の環
境応答 
 １節 動物の反
応と行動 

10 ・刺激を受容する器官，神経の興奮とその伝
達，中枢神経系の働き，動物の反応について
知らせ，刺激の受容から反応までの関連を把
握させる。 
・刺激を受容する器官については，代表的な
例を中心に理解させる。 
・神経の興奮では，興奮の発生・伝導・伝達
を理解させる。 
・脳のつくりでは，大脳，間脳，中脳，小脳，
延髄に分けられることや灰白質や白質などに
ついて理解させる。 

・余裕があれば，活動電位が発
生し，伝わるしくみについてイ
オンベースでの解説も行う。 

16 
 

  ・動物の行動は，代表例を探究的に考察させ
る。 

  

 ２節 植物の環
境応答 

  ・環境によって制御される，植物の伸長成長，
種子の発芽や花芽の形成などの現象を理解さ
せる。 

  

    ・光屈性の仕組みの解明を通じて，それらの
現象が環境との関連でどのように制御されて
いるのか，それが解明されてきた過程を重視
して，探究的に考察させる。 

  

第４章 生態と環
境 
 １節 個体群と
その変動 

11 ・生物と環境とのかかわりについて理解させ
る。 
・自然界における生物についての見方や考え
方を身につけさせる。 

  

16 

    ・密度効果がない場合とある場合とでは個体
群の成長の様式に違いがあることを理解させ
る。 
・安定した個体群が維持されるしくみについ
ては，個体群内部におけるしくみや他の個体
群との関係を適応戦略などの観点から理解さ
せる。 

・個体群の成長の様式や個体群
がさまざまな環境に適応して
維持されるしくみなどについ
ては基本的な事項を中心に平
易に扱う。 

  12 ・生物群集内での個体群間の相互作用などを
理解させる。 
・生物群集を構成するさまざまな個体群がそ
れぞれ特有の生態的地位を占め，相互に関係
を保つことにより，生物群集が維持されてい
ることを理解させる。 

  

第
３
学
期 

 ２節 生態系   ・生態系における物質生産とエネルギー効率
について学ぶ。 
・生態系における生物多様性に影響を与える
要因を理解し，生物多様性の重要性を認識す
る。 

・食物網や物質循環・エネルギ
ーの流れなどについては代表
的な例を通して扱う。 

16 第 5章 生物の進化
と系統 
 １節 生物の進
化 

1 ・生命の起源，および生物の進化の過程を地
球環境の変化にも触れながら，その概要をつ
かませる。 
・地質時代の変遷や，ヒトの進化についても
理解させる。 

 
・生命の起源及び進化の過程に
ついては概要を扱う。 



 ２節 進化のし
くみ 

  ・生物の変異，進化の証拠やその要因，進化
説などを理解させる。・集団遺伝については，
平易な初歩的事項を理解させる。・分子進化
のしくみについては簡単に把握させる。 

・進化説については代表的なも
のを中心に扱う。 

15 
 ３節 生物の系
統 

２  ・生物の系統については，細胞の構造，細胞
の構成成分，形態，生殖，発生，遺伝子の構
造など生物の持つ様々な特徴の比較から生物
の系統関係が明らかになったことを具体的な
例を通して探究させる。 
・ドメインから種のレベルに至る分類の階層
や，種の命名法についても具体的な例を示し
て把握させる。 

･生物の分類については，分類
の基準を理解する上で必要な
程度にとどめ，各分類群の羅列
的な扱いはしない。 
・生物の系統については，多様
な生物が存在することについ
て，それらの系統関係を探究的
に考察する過程を重視して扱
う。 

到達目標を達成できたか 自己評価 

Ａ（80％以上） Ｂ（65％以上） 

Ｃ（50％以上） Ｄ（35％以上） 

Ｅ（35％未満） 

＜次年度の課題＞ 

 

年間授業時数 

１４０ 

 
 


